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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸①-１
組織体制

項目

宇治市歴史的風致維持向上協議会の開催

　計画の進捗管理や計画の変更・追加について、関係課から庁内意見を調整し、「宇治市歴史的風致維持向
上協議会」に意見を伺うこととする。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　
　第１回協議会は新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言発令中、第２回協議会はまん延防止重点措置期間中であった
ため、令和３年度の協議会はいずれもオンライン開催となった。
　
　学識経験者、文化財所有者、各種関係団体及び行政関係者により構成される宇治市歴史的風致維持向上協議会を開
催し、計画の進行管理・評価及び第２期計画の方向性について、意見聴取できた。
　第１期計画期間の延長をすることになり、第２期計画策定スケジュールの変更確認をした。

【定量的評価】
　宇治市歴史的風致維持向上協議会の開催回数　　　　　　  ：　２回

進捗状況　※計画年次との対応

宇治市歴史的風致維持向上協議会の開催状況

　第1回
歴史的風致維持向上協議会

（オンライン開催）
令和3年4月26日

令和4年2月7日
第2回

歴史的風致維持向上協議会
（オンライン開催）

【内容】

　１．報告
　　　　（１）第2期策定の進捗報告
　　　　（２）第2期策定スケジュールの変更及び第1期計画期間の
　　　　　　 延長について
　２．議事
　　　　（１）第2期計画の方向性（実施事業案など）について意見交換

実施期間 種別 検討事項等

　【内容】

　１．報告
　　　　（１）歴史的風致維持向上計画の令和2年度進捗評価について
　　　　（２）歴史的風致維持向上計画の軽微な変更について

　２．議事
　　　　（１）歴史的風致維持向上計画の第2期計画の策定について

宇治市-1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

項目

景観形成助成制度の啓発

評価軸②-１
重点区域における良好な景観を形成する施策

　　「宇治市景観計画」においては、「悠久の歴史と自然を今に活かしふるさと宇治を誇り伝えん」とした基本理
念のもと、市内全域を景観計画区域とし、８つに区分されたそれぞれの区域ごとに景観形成誘導指針及び屋
外広告物に関する行為の制限を示している。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　
　本市は、宇治市景観計画重点区域内において、良好な景観の形成に著しく寄与する建築物や屋外広告物の整備に対し
て助成を行うこととしている。景観重要公共施設の沿道の助成対象区域において景観形成助成制度の啓発チラシにより、
制度の周知をすすめた。また、屋外広告物助成事業については、市の広報紙「市政だより」による周知も行った。

進捗状況　※計画年次との対応

市政だよりによる記事

助成対象区域で配布した啓発チラシ

宇治市-2



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

　平成２５年度～令和４年度　

　歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　壮大な築堤状況が体感できる空間整備と茶園景観の修景とを一体的に行い、多くの市民や来訪者に本市の
歴史・文化の総合的理解を促す。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　史跡整備事業は、機能時と埋没時の宇治川太閤堤を再現し、太閤堤の果たした役割と歴史の重層性を表現することとし
ている。
　Ａゾーンは機能時の太閤堤の護岸施設と宇治川を再現する。　Ｂゾーンは砂に埋もれた太閤堤の護岸施設と、砂州で営
まれた茶園景観を復元整備する。
　令和３年度は、公園施設の整備を行った。

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

評価軸③-１

史跡整備事業

Aゾーンの整備の様子
令和３年９月１０日

Bゾーンの整備の様子
令和３年９月１０日

宇治市-3



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-２
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

重要文化的景観保存事業

　平成２４年度～

　文化的景観保護推進事業国庫補助

　重要構成要素の修理事業を実施し、積極的な活用を図ることにより、賑わいのある沿道景観の魅力向上や
伝統的な茶業の継承に寄与する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　
　今年度、重要文化的景観「宇治の文化的景観」の景観需要構成要素の建物修理を１件予定していたが、所有者の意向
により翌年度に延期した。

【定量的評価】
　景観重要構成要素の届出建物修理修景事業の実施件数：０件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

上林家住宅 修理前
令和２年７月３１日

上林家住宅 修理状況
令和３年２月５日

※ ドーム型の屋根部分が雨漏りがするので形状をかえ修理。

【過去の実績】

宇治市-4



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-３
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歩道整備事業

　社会資本整備総合交付金（道路事業）

状況を示す写真や資料等

　史跡公園と宇治川周辺の歴史・文化資源を結ぶ道路であり、歩道を整備することで、来訪者が歴史に触れな
がら安心して散策できる快適な歩行空間を確保でき、宇治川周辺の回遊性の向上につながる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　令和３年度は、市道菟道志津川線の門前工区で道路拡幅工事に向けた関係機関協議に取り組んだ。また、谷下り工区
ではＪＲ奈良線大鳳寺踏切及び歩道の拡幅整備工事に取り組んだ。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　平成２１年度～令和４年度

市道菟道志津川線（門前工区）

（平成31年10月） （令和4年3月現在）

建物移転完了

（令和３年３月）
（令和４年３月現在）

市道菟道志津川線（谷下り工区）

宇治市-5



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-４
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

　　　～　令和３年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

　地域自主戦略交付金
　社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

　道路の無電柱化を行い道路景観の改善を行うことにより、沿道の歴史的建造物や巡行する伝統的祭礼との
調和が図られるため、歴史的風致の維持向上に寄与する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　令和３年度は、宇治川周辺の回遊性につながる散策路の１つである市道宇治２２８号線の無電柱化工事を行った。

項目

無電柱化事業

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

←電柱・
電線

【整備前】（平成30年1月）

【位置図】

【整備後】（令和4年3月）

無電柱化に取り組むことで
伝統的な沿道景観との調和や道路景観の
改善を図る。

宇治市-6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　補助事業に基づく財政措置を行っており、国・府補助金の動向により整備の進捗に影
響がある。

観光サイン等整備事業

平成２９年度～令和４年度

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　宇治市観光案内サイン整備ガイドラインに基づき、令和３年度は宇治上神社周辺において、新設２基、リノベーション４
基、撤去１５基の対応を行った。

評価軸③-５
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

　宇治市観光振興計画に基づき、国内外からの観光客が歴史・文化資源や歴史的町並み等を回遊しやすい
環境を整備するため、観光サインや観光トイレの再整備を行う。

観光振興事業費補助金

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

観光案内サインのリノベーション（令和４年３月）

観光案内サインの撤去（令和４年３月）

観光案内サインの新設（令和４年３月）

宇治市-7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　歴史ある沿道景観の保全と形成を促進し、賑わいと風情あるまちづくりが推進される。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　
　本市は、特に景観に配慮すべき宇治市景観計画重点区域内の景観重要公共施設（道路）の一部沿道において、良好な
景観の形成に著しく寄与すると認められる建築物、工作物等の修繕や修復に要する費用（設計費等含む）について、助成
を行うものである。令和３年度は１件の申請があった。
　
【定量的評価】
　景観形成助成の件数　：　申請件数　１件
　（参考）令和２年度　　  ：　申請件数　２件

評価軸③-６
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

建物修景助成事業

　平成２２年度 ～

状況を示す写真や資料等

　市単独事業費

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

助成前
助成後

宇治市-8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

項目

屋外広告物助成事業

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　
　本市は、宇治市景観計画重点区域内において、良好な景観の形成に著しく寄与する屋外広告物の整備に対して助成を
行うものである。

【定量的評価】
　景観形成助成の件数　：　申請件数　０件
　（参考）令和２年度 　   ：　申請件数　１件

　景観阻害要因の減少とともに、歴史的な町並みと調和した賑わいと風情あるまちづくりが推進される。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成２２年度 ～

状況を示す写真や資料等

　市単独事業

評価軸③-７
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

施工前

（令和2年8月）
施工後

（令和2年11月）

参考：（令和2年度実績）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　減少傾向にある宇治市域の茶園の維持・拡大を進めることや、伝統的栽培方法を推奨することで、生産者の
経済的負担軽減と活動意欲を支える。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　高品質な宇治茶の生産を促進する事業として、宇治茶の伝統的茶製法である「ほんず」による生産を支援する「伝統技
術継承対策」支援事業を行うとともに、茶摘み時期に必要な「お茶摘みさん」の斡旋を支援する「手摘み茶推進対策」支援
事業を行い、宇治独特の茶園景観の形成に寄与した。

【定量的評価】
　伝統技術継承対策事業の実施件数　：　１４件（２４４．６a）
「ほんず」による生産は非常に手間暇がかかり、生産省力化である寒冷紗による生産に移行する状況の中、実施件数は
平成３０年度１７件（３０９．７a）、令和元年度１５件（２４７．２a）、令和２年１７件（２７４．３a）と推移している。本事業による
実施面積は、年度ごとの申請内容により増減があるものの、実施件数は近年横ばいで推移しており、ほんず栽培の保存
や技術継承に効果を発揮していると評価できる。
　手摘み茶推進対策の実施件数　　　　：　３１件
　手摘みを継続していくためにはお茶摘みさんの確保が必須であるが確保するのが厳しくなってきており、平成２７年度以
降実施件数が３０件程度で推移しており、手摘みを継承していきたい茶業者の支えとなっており、手摘み茶の推進の効果
を発揮していると評価できる。

評価軸③-８
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

状況を示す写真や資料等

宇治茶園支援事業

　平成２３年度　～

　市単独事業

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

伝統技術継承対策事業により支援が行われた

「ほんず」と呼ばれる覆下茶園の栽培状況

手摘み茶推進対策事業により実施され
た「お茶摘みさん」募集チラシ
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

農林水産大臣賞 受賞なし 受賞

産地賞 受賞なし 受賞

２等賞 4 7 5

３等賞 10 10 4

優等数 2

１等賞 4 4 3

第７５回全国
茶品評会

第７３回関西
茶品評会

第５４回宇治市
茶品評会

出品数 45 53 44

　品質向上への意欲増進や栽培・生産技術の向上が図られる。また担い手育成に取り組むことにより、生業の
維持が図られる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-９
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

宇治茶品質向上事業

　平成２３年度　～

　市単独事業

　
　　６月１０日に宇治市で開催した第５４回宇治市茶品評会、８月３日から奈良県で開催された第７３回関西茶品評会（式典
は１１月６日）、１１月１６日から埼玉県で開催された第７５回全国茶品評会への出品を支援した。
　茶品評会への出品を推奨することで、生産者の生産意欲を高め、宇治茶の伝統的茶製法の継承につなげることができ
た。
　
【定量的評価】
　茶品評会入賞数／出品数　：　５３点受賞／１４２点

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

関西茶品評会

（令和3年11月6日）

品評会の実施状況

宇治市茶品評会

（令和3年6月10日）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　例年開催している市民茶摘みのつどい、市民素人茶香服大会については、新型コロナウイルス感染症の影響により、今
年度の開催はなかった。
　
【定量的評価】
　「市民茶摘みのつどい」の参加者数   ：　新型コロナウイルス感染症の影響により開催なし
　「宇治茶まつり」の参加者数　　　　　　：　新型コロナウイルス感染症の影響により関係者のみで執り行われた
　「市民素人茶香服大会」の参加者数　：　新型コロナウイルス感染症の影響により開催なし

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

イベント系の事業であるため、コロナ渦における開催方法が課題。
各事業主体等と協議の上、今後の対応について検討が必要。

状況を示す写真や資料等

評価軸③-１０
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

宇治茶普及啓発事業

　平成２３年度　～

　市単独事業

　市民や来訪者が宇治茶に親しみ、宇治茶を理解することは、お茶のまち宇治の歴史的風致の維持向上に寄
与する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

宇治茶まつり（名水汲み上げの儀） 宇治茶まつり（茶壺口切の儀）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-１１

新型コロナウイルス感染症の影響で利用者数が激減している。
感染拡大防止対策を徹底し、近隣の方も含めた利用者の増加を目指す。

状況を示す写真や資料等

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

市営茶室対鳳庵活用事業

　平成２３年度　～

　市単独事業

　茶文化を体験できる機会を提供することは、市民や来訪者に宇治茶の品質や、茶業全般への関心や理解を
促すことにつながる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　本格的数奇屋建築の市営茶室 「対鳳庵」 において、表千家・裏千家・山荘流の３流派による抹茶や、小川流、二条流、
瑞芳菴流、方円流の４流派による煎茶の本格的な点前の披露により、茶文化を体験できる機会を創出し、茶業への関心
や理解を促す場を提供することができた。
　なお、平成２６年４月から従来の「抹茶の薄茶」、「煎茶」のみだったメニューに「濃茶と薄茶」、「玉露と煎茶」のセットメ
ニュー及び「お点前体験」のメニューを追加することにより、利用者の増加や満足度を高める取り組みを行っている。
　また、正門、待合、植栽等の改修工事を行い、令和２年７月１日にリニューアルオープンした。

【定量的評価】
　市営茶室でお茶席の利用者数   ：　１，６９９人（令和３年１月末時点）
　（参考）令和２年度       　　 　　   ：　２，１５３人

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

茶の湯の用意ができていることを知らせる “在釜”

の札をかかげる市営茶室対鳳庵の露地門

感染拡大防止対策を実施したお点前の様子

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、４月２５日～６月２０日、８月２０日～９月３０
日まで休席となった。
※

対鳳庵

入席者数 うち外国人

平成24年度 16,302人 4,889人

平成25年度 14,259人 4,259人

平成26年度 22,335人 6,059人

平成27年度 21,638人 7,198人

平成28年度 21,329人 8,442人

平成29年度 24,792人 11,803人

平成30年度 23,354人 11,858人

令和元年度 18,782人 10,930人

令和 2年度 1,905人 58人

令和3年度 2,099人 54人

対鳳庵体験予約

濃・薄セット 玉露 玉・煎セット お点前体験

平成26年度 248人 2人 2人 345人

平成27年度 118人 20人 5人 885人

平成28年度 181人 9人 6人 913人

平成29年度 134人 9人 0人 1,026人

平成30年度 106人 22人 27人 954人

令和元年度 143人 23人 7人 1,191人

令和 2年度 15人 13人 0人 52人

令和3年度 11人 10人 1人 37人
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応

宇治川鵜飼助成事業

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後のさらなる集客に向けて、放ち鵜飼の検討を行っている。

　
令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため当面延期の方針をとっていたが、令和３年度は１９日間
ではあるが営業できた。

【定量的評価】
鵜飼船乗船者数     ： ４２０人
（参考）令和元年度　：２，６３５人（増水・台風のため５３日間の臨時休業があり、３９日間の営業実施であった。）
　　　　令和２年度　：　　　　　０人（新型コロナウイルス感染拡大の影響により、営業できなかった。）

≪うみうのウッティー　孵化・成長≫
　平成２６年・・・１羽　　平成２７年・・・２羽　　平成２８年・・・２羽　　平成２９年・・・４羽　 平成３０年・・・０羽
　令和元年・・・２羽　　 令和２年度・・・０羽　　令和３年度・・・０羽

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項
評価軸③-１２

　平成２３年度　～

　市単独事業

　平安貴族の宇治川見物のひとつであった宇治川の鵜飼は、鎌倉時代に禁止されたのち、昭和初年に復活
し、以降宇治川の夏の風物詩として定着している。多くの来訪者を楽しませる鵜飼を継承する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

項目

状況を示す写真や資料等

■鵜飼の様子 ■ウミウのヒナ

■うみうのウッティー

平成26年6月29日、宇治川の鵜飼で飼育されているウミウに初めてのヒナが誕生した。
ウミウは警戒心が強いため、飼育されているウミウの産卵及びふ化は日本で初めてのこと

である。

期間日数 休業日数 営業日数 乗船人数 （内乗合人数） 1日平均（人）

平成25年度 6月15日 ～ 9月23日 101 18 83 6,700 4,700 80

平成26年度 6月15日 ～ 9月21日 99 23 76 6,970 4,520 91

平成27年度 6月14日 ～ 9月23日 102 40 62 7,060 3,670 114

平成28年度 7月1日 ～ 9月30日 92 13 79 6,920 3,570 88

平成29年度 7月1日 ～ 9月30日 92 17 75 6,390 3,470 86

平成30年度 7月1日 ～ 9月30日 92 43 49 4,325 1,965 89

令和元年度 7月1日 ～ 9月30日 92 53 39 2,635 1,670 68

令和 2年度 ― ― ― ― ― ―

令和 3年度 7月1日 ～ 9月30日 92 73 19 420 420 22

中　止

営業日
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

項目

平成２３年度　～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　毎年、晩秋の宇治の風情を楽しみながら『源氏物語』宇治十帖ゆかりの地などを巡るスタンプラリーを開催している。令
和２年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止となった。
また、令和３年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、スマートフォンを利用するデジタル方式で実施し、開
催期間を２ヶ月間とした。
　　　【定量的評価：参加者　５，５８６人（開催期間６１日）】

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

近世から親しまれる宇治の遊覧の１つ『源氏物語』宇治十帖めぐりを定期的に設けることにより、多くの人に宇
治川河畔の歴史的風致に触れる機会が創出される

宇治十帖スタンプラリー開催

評価軸③-１３
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

市単独事業

■デジタルスタンプラリーのチラシ（第31回）

■宇治十帖スタンプラリー参加者

■デジタルスタンプ 一例

開催日数（日） 参加者数（人）

平成25年度 5 16,598

平成26年度 5 17,176

平成27年度 5 17,744

平成28年度 5 17,503

平成29年度 5　（内1日中止） 12,674

平成30年度 4 13,146

令和元年度 4 12,008

令和 2年度 中止 ―

令和 3年度 61 5,586
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

平成２３年度　～

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

宇治川の鵜飼や宇治市観光協会の会員約１００店舗等による行燈の掲出・点灯を継続して実施し、計画に記載している
「夜に宇治川河畔を散策する機会を設けることで、かつてのような夜の賑わいの創出につながる。」という一定の効果が発
現した。一昨年度より「京都・花灯路」のコンセプトと源氏物語宇治十帖をテーマにした「宇治灯り絵巻灯籠」を融合し、宇
治の街並みに似合う宇治情緒豊かな陰影のある灯りの路を連結する事業を企画し、実施することとした。昨年３月に予定
していたイベントについては、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から延期となったが、１１月～１２月にかけて朝
霧橋等のライトアップや宇治十帖の灯籠を宇治橋上流側の道に並べる「灯りのみち事業」を実施した。

項目

京都・宇治灯り絵巻の開催

評価軸③-１４

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

市単独事業

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

次年度以降も継続し、イベント等に合わせた灯りの演出と、京都府と連携した「京都・花
灯路」連携周遊事業にも引き続き取り組む。

状況を示す写真や資料等

かつては宇治川の蛍狩りが夏の夜の風物詩として、多くの来訪者で賑わいを見せた。現在宇治川で蛍を見る
ことはできないが、夜に宇治川河畔を散策する機会を設けることで、かつてのような賑わいの創出につなが
る。

■京都・宇治灯り絵巻のイメージ写真
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-１５
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化財見学会

　平成２３年度　～

　市単独事業

　小学生を対象にした文化財の普及・啓発活動は、郷土の歴史と身近な文化財への理解を促すとともに、ふる
さと宇治に愛着と誇りを持ち、地域の伝統文化の継承への意識を高めることにもつながるため、次世代へと引
き継ぐべき歴史的風致の維持向上に寄与するものである。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・秋の庵寺山古墳の一般公開　　　　　令和３年１１月６日（土）　１０：００～１５：００  　約２００人
　
　令和３年度の秋の庵寺山古墳の一般公開では、例年より多くの見学者が訪れた。
　なお、春の庵寺山古墳の一般公開及び小中学生の文化財見学会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため、実施しなかった。（例年は、春・秋の２回開催）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

庵寺山古墳の一般公開
（令和３年１１月）

宇治市-17



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-１６
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史・文化啓発事業

　平成２３年度　～

　文化的景観保護推進事業国庫補助、市単独事業

　多くの市民を対象にした歴史・文化の啓発活動は、郷土の歴史と身近な文化財への理解を促すとともに、ふ
るさと宇治に愛着と誇りを持ち、地域の伝統文化の継承への意識を高めることにもつながる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

○「宇治学」（総合的な学習の時間）での探究的・協働的学習をより効果的に実施するため、「宇治学」副読本・指導の手引
きを作成配付【定量的評価】
○活用充実のための「実践事例」の作成　○「宇治学」副読本（小学校第４・中学校第２学年）の改訂版を市内小中学校３
２校に配付（貸与）　○小学校から積み上げてきた「宇治学」の集大成として、中学第３学年では「ふるさと宇治」をより良く
することをテーマに、本市各課の出前授業等を行い、本市への提言【企画提案書づくりとプレゼンテーション】を実施。これ
らの体験活動をとおして、ふるさとに対する関心を高め、本市への愛着心を醸成している。

○歴史・文化啓発事業として、宇治鳳凰大学での出前講座を開催した。
【定量的評価】
宇治鳳凰大学出前講座：令和４年１月２５日　１０：００～１１：４０　５８人

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

R04/01/13 「宇治市の観光モデルコース」のプレゼンテーション
第６学年 「ふるさと宇治の魅力大発信」宇治小学校

R04/03/31 改訂版副読本（小学校４年・中学校２年）の発刊

宇治市-18



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-１７
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化的景観整備計画策定調査

　～　令和４年度

　文化的景観保護推進事業国庫補助

　地域の自然・歴史・社会的文脈を保全しつつ、次世代のまちづくりを考える文化的景観の保護の取組は、歴
史的風致の維持向上と密接に関わるものであり、整備計画において、重要構成要素に特定された物件を対象
に、所有者等の協力を得て宇治地区の街区構造の継承や茶業関係の家屋の修景など整備活用の具体的検
討を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　
　重要構成要素の追加と選定地区拡大に向けた検討や調整を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

 重要構成要素の拡大については、世代交代により建物を維持していくことに関して見
通すことができないという所有者も多く、特に民家の保存についての問題が浮かび上
がったが、要望している所有者もあることから、順次要望しているところから拡大してい
く。

状況を示す写真や資料等

宇治の文化的景観 選定範囲と拡大予定範囲

事業期間が満了していますが、「実施中」、

「拡大していく。」の表現でよろしいか
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-１８

・宇治の風情を損なわないよう、観光交通の対策として、駐車場の情報発信や現地の
誘導等を実施している。
・旅行時間調査における目標値の設定については、天候や様々なイベント等の実施に
より交通量が変動するので難しい。
・宇治橋西詰交差点の改良、歴史公園の開設、新型コロナウイルス感染症の影響等、
計画策定時と状況が変化したため、観光振興計画と連携した観光交通対策を検討す
る。

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

観光交通対策検討調査

　平成２５年度～

　市単独事業

状況を示す写真や資料等

　観光シーズンになると自家用車が重点区域に集中し、来訪者で賑わう狭隘な道路での安全性の確保や、近
年増加している自転車での来訪への対策が講じられておらず、宇治の風情を損なうことがある。このような交
通問題対策として、来訪時と来訪中の移動について総合的に対策を検討し、計画に基づき、様々な事業をパッ
ケージ的に実施することにより、歴史的風致の維持向上を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
【令和３年度】
　平成２７年度から周辺駐車場の情報発信や現地での誘導等による効果を確認するため、ゴールデンウィークにおける車
での旅行時間の調査を実施している。
　令和３年度については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により緊急事態宣言が発出されていたため、調
査を実施していない。

【その他】
　宇治市観光振興計画のアクションプランに基づき、市役所駐車場の開放等の臨時駐車場の開設や、道路の迂回・誘導
の案内設置等の事業を実施している。
進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-１９
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

　平成２７年度～

　市単独事業

　伝統的木造家屋を活用することは、賑わいと風情ある町並みの継承につながる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　
　令和２年度も、平成２８年度、令和元年度同様に実施した「中宇治地区に残る伝統的木造家屋の空き家調査」の再調査
を行い、近年の町家の空き家及び滅失の状況を調べた。また、平成３０年度末に策定した「宇治市空き家等対策計画」に
基づき、空き家の利活用施策として実施している「空き家の再生・利活用コンペ」の募集を令和２年１月１５日から令和２年
６月１５日まで行い、無料相談や空き家等に関する出前講座の募集も呼びかけた。

空き町家の活用検討調査

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　市内では空き町家を含め空き家が増加しつつあり、その中には適正に管理されず、
地域の生活環境の悪化につながっているものも見受けられる。
　そのような状況を踏まえ、平成３０年度末に策定した宇治市空き家等対策計画に基づ
き、今後、空き家の所有者等が適正に管理できるよう各種の支援施策を実施する。
　既に実施している景観形成助成金制度では、空き町家の利活用の促進へと繋げるこ
とを引き続き検討していく。

状況を示す写真や資料等

空き家軒数 空き家率（％） 滅失軒数 滅失増減軒数 滅失率（％）

平成25年度 33 11.04 25 ― 7.72

平成28年度 29 10.43 46 21 14.20

令和元年度 14 5.11 50 4 15.43

令和2年度 18 6.74 57 7 17.59

令和3年度 21 7.98 61 4 18.83

中宇治地区における伝統的家屋の状況

※令和3年度の滅失軒数 4軒（令和3年1月末現在）
※令和2年度空き家のうち2軒が滅失となった。
※令和2年度からの継続空き家が15軒で、新たに空き家となったのが6軒あった。
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-２０
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

観光周遊道路の整備検討調査

　平成２８年度～

　市単独事業

　来訪者が歴史に触れながら散策できる快適な道路空間を確保することにより、宇治川周辺の回遊性の向上
につながるため、歴史的風致の維持向上に寄与する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　
　平成２９年度には、来訪者が歴史に触れながら散策できる快適な道路空間を確保するため、宇治川周辺の回遊性につ
ながる散策路の１つである市道宇治２２８号線の無電柱化についての検討を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

【位置図】

【現在】（平成30年1月）

【整備後イメージ】

無電柱化に取り組むことで
伝統的な沿道景観との調和や道路景観の
改善を図る。

←電柱・
電線
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-１
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の修理（整備を含む）

（１）国宝・重要文化財建造物
　宇治上神社本殿・拝殿（国宝）は、前回の屋根葺替から本殿は３０年、拝殿は３５年が経過して檜皮の傷みが
顕著になっているため、国庫補助事業による屋根葺替修理が計画されている。
（２）重要文化的景観
　重要構成要素の家屋の修理・修景は、国の補助金の充当を可能とする市の分担金条例に基づき、文化的景
観保存活用事業として進めている。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

（１）国宝・重要文化財建造物
　国宝宇治上神社の修理は平成２６年度完了。令和３年度は、国宝平等院鳳凰堂保存修理が行われた。
（２）重要文化的景観
　令和３年度に予定していた景観重要構成要素の届出建物修理修景事業は所有者の意向により翌年度に延期した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

重要文化的景観の補助制度が平成２８年度に変更され、補助金の一部を市が負担す
ることになったため、市の予算によって事業量が制限される。重要構成要素の家屋は、
多くが個人所有であるため、事業計画から事業実施まで綿密にコントロールする必要
がある。

状況を示す写真や資料等

宇治の文化的景観 令和４年度の修理箇所位置図

上林家住宅
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-２
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の防災

平成２０年に発足した「宇治市文化財まもり隊」の活動は、文化財に対する保護意識高揚と地域の自主防災活
動を促し、火災予防の徹底と災害が発生した場合の被害軽減を図っている。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　文化財まもり隊は、自主消防隊を持つ平等院と、５年前に指定された恵心院以外の指定建造物に対して結成されてい
る。
例年、文化財防火デーに行われる各種活動（消防訓練、防火懇談会等）は、令和２年度に続き令和３年度も新型コロナウ
イルス
感染症の感染拡大防止のため、実施しなかった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財所有者と密に連絡を取る体制については、今後も引き続き維持していく。

状況を示す写真や資料等

令和３年度の文化財防災の啓発ポスター
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-３
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存及び活用の普及・啓発

　文化財に親しんでもらうことを目的とした市指定史跡庵寺山古墳の公開や小中学生を対象にした文化財見
学会、発掘調査報告会、文化的景観フォーラム等を行っており、これらの活動や行事を通じて文化財保護の普
及啓発に努める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
・秋の庵寺山古墳の一般公開　　　　令和３年１１月６日（土）　１０：００～１５：００  　約２００人
　
　春の庵寺山古墳の一般公開及び小中学生の文化財見学会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、令和２年度に続き令和３年度も実施しなかった。例年は春・秋の２回開催）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後、体験メニューを行う際には、新型コロナウイルス感染症対策を講じる必要があ
る。

状況を示す写真や資料等

令和3年11月6日庵寺山古墳の一般公開の様子

宇治市-25



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-４
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

埋蔵文化財の取扱い

　重点区域内には「宇治市街遺跡」、「平等院旧境内遺跡」、「白川金色院跡」、「宇治川太閤堤跡」等の埋蔵文
化財包蔵地があり、整備や活用に反映させることとする。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　史跡公園として整備を進めている史跡宇治川太閤堤跡では、公園施設整備を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

公園施設整備 後
令和４年３月２５日

公園施設整備 前
令和３年１１月４日

ヤマブキ

植栽位置
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和３年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸④-５

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存・活用に関わる住民・NPO等の各種団体の状況及び今後の体制整備

　お茶どころ宇治の個性を磨くため、宇治茶園の覆下栽培を維持・拡大するための支援事業、宇治茶製法技
術保存会への助成事業、「宇治茶まつり」などの実施団体への助成事業など、宇治茶の品質向上・普及に努
める農家や団体等への各種支援を実施する。

　高品質な宇治茶の生産を促進する高品質茶推進事業として、宇治茶の伝統的茶製法である「ほんず」による生産を支援
する「伝統技術継承対策」支援事業を行うとともに、茶摘み時期に必要な「お茶摘みさん」の斡旋を支援する「手摘み茶推
進対策」支援事業を行った。
　また、例年開催される「宇治茶まつり」、「市民素人茶香服大会」等は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、
開催されなかった。

【定量的評価】
　「伝統技術継承対策」支援事業の実施件数　：　１４件（２４４．６a）
　「手摘み茶推進対策」の実施件数　　　　　　　：　３１件
　「宇治茶まつり」の参加者数　　　　　　　　　　 ：　新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため関係者のみで実施
　「市民素人茶香服大会」の参加者数　　　　　 ：  新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため開催なし

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

伝統技術継承対策支援事業により支援が行わ

れた「ほんず」と呼ばれる覆下茶園の栽培状況

関係者のみで執り行われた宇治茶まつり

（名水汲み上げの儀）

宇治市-27



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和３年度

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日

  無電柱化、観光サイン延期 令和3年4月27日

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

掲載紙等

　洛タイ新報

  １期計画を１年延長来年度末まで　２期計画重点区域２地区追加
も

令和4年2月8日 　洛タイ新報

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

宇治市-28



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和３年度

　府道宇治淀線の拡幅工事に伴い取り壊しが検討されていた専修院の山門について、昨年（令和２年）７月１日の洛タイ
新報で、「歴史的文化財が…見納め　府道宇治淀線の拡幅工事で」という記事が掲載された。
　しかし、寺社関係者や歴史的風致維持向上協議会からも歴史的文化財として保存できないかとの声が上がったことから
取り壊し計画に待ったがかかり、敷地内への移設が決定したという記事が掲載された。

評価軸⑤-２
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　史跡取壊しに「待った」　山門移設の方向性決まる 令和3年5月1日 　洛タイ新報

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

令和2年7月1日洛タイ新報

宇治市-29



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和３年度

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸⑤-３
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日

　優れた外観維持　地域のシンボル

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

掲載紙等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

令和3年5月21日 　京都新聞

令和2年7月1日洛タイ新報

宇治市-30



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和３年度

評価軸⑤-４
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

　あがた「居祭」穏やかに　今年もコロナで諸行事中止 令和3年6月6日 　洛タイ新報

  祓い清め　厄病退散祈る 県神社　関係者のみで「大幣神事」 令和3年6月9日 　洛タイ新報

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　神事に関しては、昨年に引き続き新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、馳せ馬や大幣の投げ込みは取り
やめになったが、新型コロナウイルス感染症の終息を願い、厄病退散のお祓いが行われた。

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

宇治市-31



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和３年度

評価軸⑤-５
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

　素晴らしい品質に期待（京都府茶品評会） 令和3年7月7日 　洛タイ新報

　てん茶・産地賞を市長報告（関西茶品評会） 令和3年12月22日 　洛タイ新報

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

宇治市-32



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和３年度

評価軸⑤-６

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　宇治川の鵜飼・放ち鵜飼のあり方検討員会が、お茶と宇治のまち歴史公園内の宇治川太閤堤跡の再現遺構において、
春と秋の昼間の開催を提案し、事業化に向け準備を進めることとなった。新たな観光項目が増えることとなり今後の展開
が期待される。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

　放ち鵜飼あり方検討委提言　太閤堤跡で春、秋の昼間に 令和3年10月5日 　洛タイ新報

　放ち鵜飼　信頼の技披露　来春開始向け　初の見学会 令和3年11月26日 　京都新聞

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

宇治市-33



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和３年度

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　茶農家が、今日まで精励し続け、守り伝えてきた世界に誇る「宇治茶」への思いと伝統の業が国の登録有形文化財に登
録され守られることで、今後も歴史文化として、また生業として確実に継承されていくことにつながる。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

　宇治茶道具　国の有形文化財に　先人の思い守り伝える 令和4年1月22日 　洛タイ新報

評価軸⑤-７
効果・影響等に関する報道

宇治市-34



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和３年度

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　宇治市まちづくり審議会で、小倉地域の共栄製茶㈱宇治森半店の「店舗」「蔵」「母屋」「離れ」が景観重要建造物に指定
承認された。旧大和街道に続く小倉地域の伝統的なまちなみ保存が更に進められる事だろう。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　宇治市　景観重要建造物　共栄製茶宇治森半店・森下家指定 令和4年3月25日 　京都新聞

効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

　景観重要建造物の指定承認　共栄製茶㈱宇治森半店等 令和4年3月2日 　洛タイ新報

評価軸⑤-８

宇治市-35


